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日本らしさをアピール
木のぬくもりと鉄の力強さ

東京2020オリンピック・パラリンピックのメインスタジアムとなる国立競技場。
平和とスポーツの祭典の聖地として、さまざまな感動が生まれることになる
この巨大スタジアムが、どのような材料や技術によってつくられたのか。
設計・施工を担当した大成建設（株）に取材し、建設の舞台裏に迫る。

Japan National Stadium

写真提供：（独）日本スポーツ振興センター

国立競技場
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み
ん
な
に
や
さ
し
い

日
本
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン

2
0
1
6
年
12
月
に
着
工
し
て
か
ら
、
お

よ
そ
3
年
。
新
し
い
国
立
競
技
場
が
19
年
11

月
に
完
成
し
た
。
残
念
な
が
ら
20
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
1
年

延
期
さ
れ
た
が
、
開
幕
の
時
を
今
、
静
か
に

待
っ
て
い
る
。

敷
地
面
積
は
約
10
万
9
8
0
0
m2

、
建

築
面
積
は
約
6
万
9
6
0
0
m2

で
、
い

ず
れ
も
旧
国
立
競
技
場（
敷
地
面
積

約
7
万
4
0
0
0
m2

、
建
築
面
積
約

3
万
3
7
0
0
m2

）を
上
回
る
大
き
さ
だ
。

14
年
に
役
割
を
終
え
た
旧
国
立
競
技
場
は
、

1
9
2
4
年
に
開
場
し
た
明
治
神
宮
外
苑
競

技
場
に
さ
か
の
ぼ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
58
年
に
開
催
さ
れ
た
ア

ジ
ア
競
技
大
会
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
ス
タ

ジ
ア
ム
だ
っ
た
。
64
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
約
8
万
人
を
収
容
す
る
た
め
拡
張

さ
れ
、
観
客
席
は
ワ
ン
ス
ロ
ー
プ
の
1
層
ス

タ
ン
ド
で
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
の
一
部
に
屋

根
が
設
け
ら
れ
、
対
面
す
る
バ
ッ
ク
ス
タ
ン

ド
最
上
部
に
聖
火
台
が
設
置
さ
れ
た
。
当

時
最
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
タ
イ
プ
の
競
技

場
だ
っ
た
。
一
方
、
国
立
競
技
場
は
、
日
本

ら
し
さ
や
未
来
の
社
会
に
あ
る
べ
き
姿
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
旧
国
立
競
技
場
の
競

技
を
中
心
と
し
た
シ
ン
ボ
ル
的
な
競
技
場

か
ら
、
人
々
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
配
慮

し
た〝
み
ん
な
の
ス
タ
ジ
ア
ム
〟へ
と
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
る
。

「
国
立
競
技
場
は
東
京
の
貴
重
な
緑
を
将

来
の
財
産
と
し
て
継
承
す
る
ス
タ
ジ
ア
ム

で
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
み
ん
な

が
使
い
や
す
く
、
観
客
席
の
大
屋
根
に
木

を
用
い
た
こ
と
で
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。す
り
鉢
状
の
3
層
ス
タ
ン
ド
は
フ
ィ
ー

ル
ド
と
の
距
離
が
近
い
た
め
、
競
技
が
見

や
す
く
、
同
時
に
み
ん
な
が
安
全
に
避
難

で
き
る
構
造
で
す
。
ま
た
、
47
都
道
府
県

か
ら
調
達
し
た
木
材
を
用
い
た
軒の

き
び
さ
し庇
と
プ

ラ
ン
タ
ー
植
栽
に
よ
っ
て
神
宮
の
杜
と
調

和
さ
せ
、
深
い
軒
庇
の
陰
影
の
奥
に
は
休

憩
ス
ペ
ー
ス〝
風
の
テ
ラ
ス
〟を
点
在
さ
せ

ま
し
た
。
自
然
と
建
物
が
緩
や
か
に
つ
な

が
る
国
立
競
技
場
は
、
日
本
的
で
木
の
ぬ

く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
、
み
ん
な
に
や
さ

し
い
木
と
緑
の〝
杜
の
ス
タ
ジ
ア
ム
〟で
す
」

（
大
成
建
設
・
川
野
久
雄
部
長
）

大成建設（株）
設計本部  建築設計第二部 部長
川野 久雄氏

写真提供：（独）日本スポーツ振興センター
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大成建設（株）
設計本部 プリンシパルエンジニア
水谷 太朗氏

屋
根
ト
ラ
ス
に

強
度
と
靱
性
に
富
む
鉄
骨

木
の
ぬ
く
も
り
が
目
を
引
く
国
立
競
技
場

は
鉄
骨
造
を
主
体
と
し
て
お
り
、
一
部
が
鉄

骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
築
物
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
特
徴
的
な
の
は
、

屋
根
が
木
と
鉄
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
と
な
っ

て
い
る
こ
と
だ
。

「
単
な
る
仕
上
げ
材
で
は
な
く
、
構
造
材

と
し
て
木
材
を
利
用
し
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
約
60
メ
ー
ト
ル
の
片

持
ち
形
式
の
屋
根
ト
ラ
ス
を
木
造
で
構
築
す

る
の
は
難
し
く
、
強
度
と
靱
性
に
富
む
鉄
骨

を
主
体
に
木
材
と
組
み
合
わ
せ
ま
し
た
。
建

築
基
準
法
が
規
定
す
る
長
期
・
短
期
荷
重
に

よ
り
生
じ
る
応
力
は
、
す
べ
て
鉄
骨
の
み
で

負
担
で
き
る
設
計
と
し
、
木
材
で
地
震
や
強

風
に
よ
る
屋
根
の
変
形
を
抑
え
る
と
と
も
に
、

建
築
基
準
法
以
上
の
外
力
に
よ
り
生
じ
る
応

力
を
鉄
骨
と
と
も
に
負
担
す
る
構
造
と
し
ま

し
た
」（
大
成
建
設
・
水
谷
太
朗
プ
リ
ン
シ
パ

ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
）

ト
ラ
ス
を
構
成
す
る
下か

げ
ん
ざ
い

弦
材（
※
1
）と
ラ
チ

ス
材（
※
2
）の
鉄
骨
に
木
材
を
組
み
合
わ
せ
て

ト
ラ
ス
の
変
形
性
能（
剛
性
）を
向
上
さ
せ
る

に
は
、
木
材
の
軸
剛
性
を
効
果
的
に
利
用
で

き
る
接
合
方
法
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

木
材
の
端
部
を
引
き
ボ
ル
ト
で
鉄
骨
と
つ
な

ぐ
接
合
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。
圧
縮
力
が
作

用
す
る
場
合
は
木
材
の
端
部
に
接
す
る
鉄
骨

プ
レ
ー
ト
を
利
用
し
、
引
張
力
が
作
用
す
る

場
合
は
引
き
ボ
ル
ト
を
利
用
し
、
木
材
と
鉄

骨
の
間
で
軸
力
を
相
互
に
伝
達
す
る
こ
と
で

剛
性
を
高
め
た
。

「
下
弦
材
は
圧
縮
力
が
支
配
的
に
な
る
た
め
、

木
材
の
端
部
と
鉄
骨
プ
レ
ー
ト
の
間
の
密
着

性
を
高
め
る
こ
と
が
製
作
上
の
重
要
な
課
題

で
し
た
。
試
行
錯
誤
の
う
え
、
木
材
、
鉄
骨

の
製
作
精
度
を
吸
収
で
き
る
よ
う
に
接
合
方

法
を
改
良
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
引
き

ボ
ル
ト
を
利
用
し
た
接
合
方
法
で
は
、
圧
縮

時
と
引
張
時
で
木
材
の
剛
性
付
与
の
割
合
が

変
わ
る
た
め
、
実
大
の
検
証
実
験
を
行
い
、

理
論
値
と
の
比
較
の
う
え
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

部
材
と
し
て
の
剛
性
と
耐
力
を
評
価
し
ま
し

た
」（
水
谷
プ
リ
ン
シ
パ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
）

屋
根
の
鉄
骨
工
事
は
、
設
計
・
工
事
施
工

一
貫
体
制
の
強
み
が
活
か
さ
れ
た
。
設
計
段

階
か
ら
設
計
チ
ー
ム
と
施
工
チ
ー
ム
が
協
働

し
、
同
じ
形
式
の
フ
レ
ー
ム
を
同
方
向
に
繰

り
返
し
た
架
構
と
、
複
雑
な
形
状
・
納
ま
り

写真提供：（独）日本スポーツ振興センター

※1 下弦材(かげんざい)：弦材はトラスの上または下に配置される横方向の部材。下に配置する弦材を下弦材という。
※2 ラチス材：柱や梁などの間を斜め、またはジグザグ状に構成した補強材。主に鉄骨造で使用され、長いスパンを支柱なしで用いる。

写真提供：（独）日本スポーツ振興センター
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大成建設（株）
東京支店  作業所長　
八須 智紀氏

を
避
け
た
デ
ィ
テ
ー
ル
の
躯
体
形
状
が
採
用

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
常
に
同
じ
よ
う
な

形
式
、
ス
パ
ン
、
数
量
で
の
作
業
と
対
称
性

に
よ
る
資
機
材
の
繰
り
返
し
活
用
が
可
能
と

な
り
、習
熟
効
果
に
よ
る
工
程
促
進
と
品
質
・

安
全
性
が
向
上
し
た
。

「
屋
根
工
事
は
特
に
難
易
度
が
高
か
っ
た

た
め
、
屋
根
に
特
化
し
た
専
門
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
技
術
的
な
議
論
や
実
施
に
向
け
た

部
材
の
製
作
や
施
工
計
画
を
詰
め
る
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
設
計
図

を
基
に
建
築
、
設
備
共
に
B
I
M（
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
）

を
用
い
て
施
工
図
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
2

次
元
で
の
検
討
と
比
較
し
て
、
立
体
的
で
複

雑
な
形
状
の
納
ま
り
の
精
度
が
高
ま
る
と
と

も
に
、
製
作
加
工
の
不
具
合
抑
制
や
現
場
で

の
部
材
取
り
付
け
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
し

た
」（
大
成
建
設
・
八
須
智
紀
作
業
所
長
）

実
際
の
屋
根
鉄
骨
建
方
で
は
ス
タ
ン
ド
内

外
に
大
型
ク
レ
ー
ン
を
配
置
し
、
外
周
の
屋

根
鉄
骨
建
方
を
先
行
施
工
す
る
間
に
フ
ィ
ー

ル
ド
内
で
は
屋
根
ユ
ニ
ッ
ト
の
地じ

ぐ
み組
を
行
い
、

併
行
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
屋

根
鉄
骨
架
設
時
に
は
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
マ
ス

ト
を
利
用
し
た
大
型
仮
支
柱
が
採
用
さ
れ
、

支
柱
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
。

こ
の
方
法
に
よ
り
、
ス
タ
ン
ド
段
床
面
を
介

し
て
ス
タ
ン
ド
内
部
で
内
装
設
備
工
事
を
同

時
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
短
工
期
で
の
施

工
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

持
続
的
な
建
築
の
未
来
を

象
徴国

立
競
技
場
の
建
設
は
、
ピ
ー
ク
時
に
は

1
日
に
約
2
8
0
0
人
の
作
業
員
が
入
場
し
、

延
べ
1
5
0
万
人
が
携
わ
っ
た
。
そ
し
て
当

初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
2
0
1
9
年
11

月
30
日
に
竣
工
し
た
。

「
国
立
競
技
場
の
構
造
計
画
を
進
め
る
う

え
で
大
き
な
方
針
の
ひ
と
つ
は
、
施
工
性
へ

の
配
慮
で
し
た
。
3
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
平

面
規
模
、
約
60
メ
ー
ト
ル
の
片
持
ち
屋
根
を

有
す
る
ス
タ
ジ
ア
ム
を
い
か
に
効
率
的
に
施

工
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
基
本
計
画
の
段
階

で
施
工
チ
ー
ム
と
十
分
に
調
整
し
、
構
造
架

構
の
ベ
ー
ス
を
固
め
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
や
耐
震
性
能
を
丁
寧

に
具
現
化
し
ま
し
た
。
困
難
な
課
題
に
直
面

し
た
場
合
も
、
後
戻
り
す
る
こ
と
な
く
、一
致

団
結
し
て
、
完
成
ま
で
突
き
進
む
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
建
設
に
携
わ

る
人
が
み
な
、
何
を
や
り
た
い
か
、
何
を
や

る
べ
き
か
を
共
有
し
て
い
た
か
ら
だ
と
感
じ

ま
し
た
」（
水
谷
プ
リ
ン
シ
パ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
）

「
近
年
、
人
々
の
間
で
地
球
環
境
へ
の
意

識
が
芽
生
え
、
建
築
や
街
に
対
し
て
も
変
化

が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
代
の
な
か
で
、
今
後
は
鉄
に
別
の
素

材
を
組
み
合
わ
せ
、
環
境
や
人
に
や
さ
し
い

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
の
検
討
が
行
わ
れ
る
と

考
え
ま
す
。
鉄
と
木
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
、

鉄
と
高
密
度
な
紙
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
、

鉄
と
カ
ー
ボ
ン
繊
維
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造

な
ど
、
異
分
野
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

新
し
い
未
来
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」（
川
野
部
長
）

「
建
設
は
人
々
の
暮
ら
し
や
社
会
基
盤
の

礎
と
な
る
も
の
で
す
。
そ
の
整
備
に
あ
た
っ

て
鉄
は
欠
か
せ
な
い
大
切
な
代
表
的
建
材
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
業
界
と
し
て
持
続
的
発

展
、
地
域
環
境
保
全
と
い
っ
た
課
題
に
も
取

り
組
み
つ
つ
、
大
き
な
課
題
を
克
服
し
、
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」（
八
須
作
業
所
長
）

木
の
ぬ
く
も
り
と
鉄
の
力
強
さ
に
包
み
込

ま
れ
た
国
立
競
技
場
。
東
京
2
0
2
0
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー

と
し
て
、
環
境
に
や
さ
し
く
持
続
的
な
建
築

の
未
来
を
象
徴
す
る
ス
タ
ジ
ア
ム
と
語
り
継

が
れ
、
こ
こ
で
歴
史
に
刻
ま
れ
る
た
く
さ
ん

の
新
た
な
感
動
が
生
ま
れ
る
。

下弦材

ラチス材

ラチス材
国産スギ

下弦材
国産カラマツ

中断面集成材を用いた部材構成イメージ

図版提供：大成建設・梓設計・隈研吾建築都市設計事務所共同企業体

鉄と木のハイブリッド構造

大屋根構造の木材利用イメージ

写真提供：（独）日本スポーツ振興センター
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